おれ は 沼の ほとり を 歩いて ゐる。 

よる 

昼 か、 夜 か、 それ も おれに はわから ない。 唯、 どこ 

あ を さぎ つた かづら お ほ 

かで 蒼 鷺の啼 く 声が したと 思ったら、 蔦 葛に 掩 はれ 

こず ゑ ほの 

た 木々 の 梢に、 薄明り の 仄めく 空が 見えた。 

たけ あし 

沼に はおれの 丈よりも 高い 芦が、 ひっそりと 水面 を 

とざして ゐる。 水 も 動かない。 藻 も 動かない。 水の 底 

す 

に 棲んで ゐる魚 も 魚が ， J の 沼に 棲んで ゐる であら 

ク ゝ o 

う 力 

昼 か、 夜 か、 それ も おれに はわから ない。 おれ はこ 

の 五六 曰、 この 沼の ほとりば かり 歩いて ゐた。 寒い 朝 

に ほひ あし 

日の 光と 一し よに、 水の 匀ゃ 芦の 匀 ひが おれの 体 を 



えだ かはづ つた かづら お ほ 

包んだ 事 も ある。 と 思 ふと 又 枝 蛙の 声が、 蔦 葛に 蔽 

はれた 木々 の 梢から、 一 つ 一 つかす かな 星 を 呼び さま 

した 覚え もあった。 

おれ は 沼の ほとり を 歩いて ゐる。 

沼に はおれの 丈よりも 高い 芦が、 ひっそりと 水面 を 

とざして ゐる。 おれ は 遠い昔から、 その 芦の 茂った 向 

うに、 不思議な 世界の ある 事 を 知って ゐた。 いや、 今 

でも おれの 耳に は、 Invitational! Voyage の 曲が、 絶 

え 絶えに 其処から 漂 つて 来る。 さう 云へば 水の 匀ゃ 

ぐ さ 

芦の 匀と 一し よに、 あの 「ス マトラの 忘れな 艸の 花」 

も、 蜜の やうな 甘い 匀を 送って 来 はしない であらう か。 



思った の は、 やはり おれの 迷だった ので あらう か。 

事によると Invitational! Voyage の 曲 も、 この 沼の 精 

い たづら だま 

が 悪戯に、 おれの 耳 を 欺して ゐ たの かも 知れない。 が、 

さう 思って ゐる 内に、 何やら 細い 茎が 一す ぢ、 おれの 

死骸の 口の 中から、 すらすらと 長く 伸び 始めた。 さう 

して それが 頭の 上の 水面へ やっと 届いた と 思 ふと、 忽 

すゐ れん 

ち 白い 睡蓮の 花が、 丈の 高い 芦に 囲まれた、 藻の 匀の 

てきれ き あざやか つぼみ 

する 沼の 中に、 的櫟と 鮮 な荅を 破った。 

これが おれの 憧れて ゐた、 不思議な 世界だった の 

だな。 —— おれの 死骸 はかう 思 ひながら、 その 玉の や 

すゐ れん い つ 

うな 睡蓮の 花 を 何時までも ぢ つと 仰ぎ見て ゐた。 



(大正 九 年 三月) 
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